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講師プロフィール 
橋本大也 

• データセクション（株） 取締役会長 
• （株）早稲田情報技術研究所 取締役 
• デジタルハリウッド大学 教授 

– 授業「リサーチ＆プランニング」 

• 多摩大学 大学院 経営情報学科 客員教授 
– 授業「知識イノベーション論」「Webマーケティングイノベー
ション」 

– 知識リーダーシップ綜合研究所 
 

– 著書：「情報力」 
– 「Web時代の羅針盤 213冊」主婦と生活社 
– 「新データベースメディア戦略」 インプレス社 
– 「アクセスを増やすホームページ革命術」ほか 

 







サービス機能 

・媒体別に書込み数推移を折れ線グラフで表示 ・記事データからトピックキーワードを抽出しバブルグラフと
して表示 

【媒体別書込み数推移グラフ】 【クラスター分析】 

・Insight Intelligenceサービスでの主な機能、アウトプット画面のイメージ 

・右側の「監視ワード設定」にて設定した記事数推移グラフ。記事
クリッピング一覧も表示可能です。 

・監視ワードを自由に設定することが可能です。メニュー設
定で集めてきたデータの中からさらに絞り込みをかけた
データを抽出することが可能です。 

【監視ワード書込み数推移グラフ】 【監視ワード設定】 

監視ワード書込み数推移グラフ 



 



ブログについて 

• 情報考学 

 Passion For The Future 
– http://www.ringolab.com/

note/daiya/ 

– 2003年9月に開始 

– 書評、ソフトウェア評、IT業
界論など2800本。 

– 書評は1800冊超 

– NHK「クローズアップ現代」、
新聞、雑誌、ラジオで紹介
されアクセス増える 

 

 

http://www.ringolab.com/note/daiya/
http://www.ringolab.com/note/daiya/












本の探し方 
「読・書」サイクルの起点 

• 街の本屋とネット書店で
探す。ほぼ毎日。たまに
新聞雑誌の書評を読む 

• 年間に500冊買う、もらう
（献本が2割） 

• 300冊を完読し、200冊を
ブログで書評する。（＝途
中で読むのをやめた200
冊は捨てる） 

• さまざまなフィードバック
をもらう（加速の原動力） 

• 書評で得た利益は全額
を書籍購入に回す循環 

 

 

探す 

買う 

読む 書く 

フィード
バック 



『情報力』  

• 2009年1月9日発売 

• 翔泳社 980円 

 

• 「膨大な情報や頭のもやも
やをスッキリさせる」 

• これまでになかった「情報」
を「知恵」にする技術 

 

• アタマとデジタルツールをフ
ル活用して“ハイパー個人” 

 



最近の本 

  



１Q84を読んだ方は 
会場に何人いますか？ 

  



１Q84と紅白歌合戦 

 

http://www.amazon.co.jp/gp/product/images/4103534222/ref=dp_image_0?ie=UTF8&n=465392&s=books


日本のベストセラー作家の販売部数 

作家 部数 

赤川次郎 累計3億部以上 

西村京太郎 累計2億部以上  

司馬遼太郎 累計2億部近く  

森村誠一 累計1億部以上  

内田康夫 累計1億部以上  



ソーシャル・リーディング 
 
読者のコミュニケーションが生み出す知 







 



デザインコンセプト 
Red-dot Award受賞作 
Kuote 

http://www.red-dot.sg/concept/porfolio/o_e/IC/R213.htm


Amazon Kindle 
Popular Highlights 

 



  









 

http://www.youtube.com/watch?v=Yz14iavXsiE&feature=player_embedded


Rethink Books 

 





http://www.getsocialbooks.com/














Scribd 

文書共有サービスからソーシャル読書プラットフォームへ 



10億文書。毎月15%増加。ユニー
クビジター数が6000万。Alexaの
「世界の上位100サイト」 



Goodreads 

 

ユーザー数300万人 
8千万冊 
読書SNS 











情報大公開と情報大共有時代へ 
FREE→SHARE→PUBLIC 

  



ＦＲＥＥ 

●無料のルール 
1.デジタルのものは、遅かれ早かれ無料にな
る 
2.アトムも無料になりたがるが、力強い足取り
ではない 
3.フリーは止まらない 
4.フリーからもお金儲けはできる 
5.市場を再評価する 
6.ゼロにする 
7.遅かれ早かれフリーと競いあうことになる 
8.ムダを受け入れよう 
9.フリーは別のものの価値を高める 
10.稀少なものではなく、潤沢なものを管理し
よう 



ＳＨＡＲＥ 

車や自転車、工具のシェアからモノのリサイク
ル、リユース、そして、お金や空間やスキルの
シェアまで、インターネットとソーシャルネット
ワークによって今、かつてない多様なシェアビ
ジネスが始まっている。大規模なコラボレー
ションとコミュニティが生みだすフェイスブック
時代の新しい〈シェアリング・エコノミー〉が、21
世紀の社会と経済のルールを変えていく 



ＭＥＳＨ 

メッシュとは、モバイル・SNS・クラウドなどの情

報インフラとデータを網目のようにつないで、
適時に適量だけモノやサービスを提供するビ
ジネス。各国で急伸するカーシェアリング、バ
ケーションレンタル（短期の自宅貸し出し）や
不要な衣類品の交換のように、モノは誰かと
共有・交換されながら顧客の元に届く。いわば、
大量生産・大量消費という２０世紀型の社会を、
情報、資源、モノの共有（シェア）により持続可
能（サステナブル）にしようとする動きで もある。 



カーシェアリング 

 



DIY道具のシェア 

 



子供服のシェア 

 



本、CD、ゲーム…のシェア 

 



ＰＵＢＬＩＣ 

これまでのプライバシー/パブリックの境界を

越えて今、人々が自分をオープンにさらし、
シェアしはじめている。それは、“パブリックで
あることが価値を生みだす”ことに、ますます
多くの人が気づいてきたからだ。それは個人
にとどまらない。企業は、透明性とコラボレー
ションによるイノベーションの可能性に気づき、
政府や自治体は莫大な保有データを公開す
ることで新たな価値を生みだしはじめた。ネッ
トを介して生まれつつある“パブリック”―それ
は、ソーシャルメディア革命と3.11を経て見え
てきた、大公開時代の新しいフロンティアだ 



ソーシャル・ビジネス革命 
世界の課題を解決する新たな経済システム 

ソーシャルビジネスの７原則 
１ 経営目的は、利潤の最大化ではなく、人々
や社会を脅かす貧困、教育、健康、情報アク
セス、環境といった問題を解決することである。 
２ 財務的・経済的な持続可能性を実現する。 

３ 投資家は投資額のみを回収できる。投資
の元本を超える配当は行われない。 

４ 投資額を返済して残る利益は、会社の拡
大や改善のために留保される。 
５ 環境に配慮する 

６ 従業員に市場賃金と標準以上の労働条件
を提案する。 
７ 楽しむ！ 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/01/post-1370.html


いつか、すべての子供たちに 
「ティーチ・フォー・アメリカ」とそこで私が学んだこと 

アメリカ一流大学卒業生の人気就職先ベスト
10にランク入りした非営利団体Teach for 
America（TFA）のファウンダー ウェンディ・コッ
プの自伝。21歳の女子大生がアメリカの教育
に大きな一石を投じることになった最初の10
年間のサクセスストーリー。 



ゲーミフィケーション 

 

アチーブメント 

アポイントメント 

ボーナス 

カウントダウン 

アクティビティフィード 

イースターエッグ 



今年一番売れた本といえば 

 



映像で観るベンチャースピリッツ 

スティーブ・ジョブス 伝説の卒業式スピーチ（日本
語字幕）14:34 
http://www.youtube.com/watch?v=RWsFs6yTiGQ&f
eature=related 
アップル社CM『1984』 リドリースコット監督 1:00 
http://www.youtube.com/watch?v=C91OmZJsVks&f
eature=related 
アップル(Apple）CM クレイジーな人たちがいる 
1:00 
http://www.youtube.com/watch?v=jIStLfVfwNg 
1983 Apple Keynote ジョブズのスピーチ(字幕付き)
とCM「1984」6:41 
http://www.youtube.com/watch?v=0ofJx4LiSYQ&fea
ture=related 
A Message From Chad and Steve 1:37 
http://www.youtube.com/watch?v=QCVxQ_3Ejkg 
 

http://www.youtube.com/watch?v=RWsFs6yTiGQ&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=RWsFs6yTiGQ&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=C91OmZJsVks&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=C91OmZJsVks&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=jIStLfVfwNg
http://www.youtube.com/watch?v=0ofJx4LiSYQ&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=0ofJx4LiSYQ&feature=related
http://www.youtube.com/watch?v=QCVxQ_3Ejkg


ザッポスの奇跡 The Zappos Miracles 
アマゾンが屈したザッポスの新流通戦略とは 

２００９年に米国アマゾンに９００億円で買収さ
れた靴のオンラインストア ザッポスの伝説。
同社はCEOをはじめ５００人以上の社員がツ

イッターでコミュニケーションをしているソー
シャル戦略の会社としても有名ですが、この
本はもっとザッポスにとって本質的な"人の力
を主電源とする感動サービスの仕組み"を描

いている。ツイッター戦略はその戦略からでて
くるものだ。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2010/08/-the-zappos-miracles.html


逆風野郎 ダイソン成功物語 

ダイソンは、たった一人で5126台の試作品を

自宅の馬車置き場の部屋に閉じこもり開発し
た。苦闘の末、プロトタイプが完成するが、売
り込み先の大手メーカーはほとんどが門前払
い。その上、プレゼンしたデザインは盗用され
まくる。契約先でも思うようには開発が進まな
い。ダイソンは借金と訴訟まみれになりながら
も、革新的な掃除機を世に出すため、情熱的
に自分の信念を貫き続ける。 
成功までの20年間、ダイソンは常識や保守的

な人々と徹底して戦い続ける。思うようにいか
ないと感情的に爆発する人のようだ。話の半
分くらいは揉めごと 



20歳のときに知っておきたかったこと 
スタンフォード大学集中講義 

著者のティナ・シーリグはシリコンバレーの中
心に位置するスタンフォード大学で、学生に起
業家精神を教えるアントレプレナー・センター
のエグゼクティブ・ディレクター。「機が熟すこ
となどない」「早く何度も失敗せよ」「及第点で
なく最高を目指せ」「ルールは破られるために
ある」。集中講義を書籍化した本書は、たとえ
20歳でなくても、挑戦心を焚きつけられるメッ
セージがいっぱい見つかる。 



ノンフィクション ベスト２０ 

 



かぜの科学 
もっとも身近な病の生態 

 
統計によると私たちは一生に200回風邪をひく
そうだ。成人は少なくとも年に2回、小児は10
回以上かかる。 
 

「もちろん、一回一回の罹患そのものは大した
ことではない。けれども、一人の人が平均寿
命のうちにこの取り立てて悪性でもない病原
体に苦しむ期間を合計すれば、およそ五年間
にわたって鼻づまり、咳、頭痛、喉の痛みに襲
われ、おおまかに言って一年間床につく計算
になる。」 
 

全人類が長い間悩まされてきた風邪には俗
説の療法も多い。どうするとうつるのか、どう
すると予防できるのか、どうすると治るのか。
この本は科学的観点からいえることを整理し
てくれる。 



・咳やくしゃみによって発生する飛沫が風邪を広めるという証拠はないに等しい 

・鼻をかんでも鼻が詰まった感じはとれない（鼻水のせいではなく奥の炎症が原因だ
から） 
・歳をとるとウィルス抗体を得て風邪を引きにくくなる。50歳以上は10代の半分。 
・寒さと風邪のかかりやすさには何の関連もない。寒くしたのが風邪の理由ではない。 
・睡眠7時間以下の人は8時間以上の人の3倍も風邪をひきやすい 
・0から6歳の間にお金持ちの家に育った子供は一生風邪をひきにくい体質 
・外向性の人は内向性の人より風邪をひかない 
・マスクは感染予防の効果がほとんどない 
・総合感冒薬は役に立たない（ウィルスはいっぱい種類がある） 

・風邪は防衛反応であり、活発な免疫系を持つ人が弱い免疫系を持つ人よりも風邪
の症状に苦しむ 
 
観察調査によると、私たちの大半が5分に１～3回顔を触っており、1日に換算すると
200～600回にもなる。具体的には目をこすったり、鼻をほじったりする。指にウィルス
が付着する。鼻でウィルスが増殖すると増殖して風邪を発症する。 
 

ウィルスは指から、ドアノブ、電気のスイッチ、エレベーターのボタン、紙幣、お菓子を
食べる女性のオフィス机などを介して広がっていく。私たちが心配しがちな空気感染
というのは、インフルエンザではない一般的な風邪ウィルスでは、あまり起きないもの
だというのは役立つ知識だ。一緒に暮らしたり熱烈なキスをしても８％くらいしかうつ
らないという実験結果がある。それから予防ではマスクはあまり効果がない（そもそも
日本以外ではマスクが一般に普及していないという事実も）。 
 
 



勲章 知られざる素顔 

 
十字軍の戦士が身につけた十字架の記章を
起源とし、日本では「薩摩琉球国勲章」を嚆矢
とする勲章とその制度は、実はそれを運用す
る法律がない。明治の勅令や太政官布告に
よって運営されている。諸事情と経緯を背負っ
た不思議な制度である。 
 
日本では春と秋の叙勲で約4000人ずつ、高齢

者叙勲、死亡叙勲、外国人叙勲、気兼業務従
事者叙勲、緊急叙勲を含めると受勲者は年間
２万人を超える。対象は「国家又は公共に対し
功労のある者」。受賞者をみれば典型的な旧
体制の価値観が勲章授与のありかたからみ
えてくる。 
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5
%8B%B2%E4%BD%8D%E8%8F%8A%E8%8A%B
1%E7%AB%A0%E9%A0%B8%E9%A3%BE 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/05/post-1436.html
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%8B%B2%E4%BD%8D%E8%8F%8A%E8%8A%B1%E7%AB%A0%E9%A0%B8%E9%A3%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%8B%B2%E4%BD%8D%E8%8F%8A%E8%8A%B1%E7%AB%A0%E9%A0%B8%E9%A3%BE
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%A7%E5%8B%B2%E4%BD%8D%E8%8F%8A%E8%8A%B1%E7%AB%A0%E9%A0%B8%E9%A3%BE


現在子供の世界はまさにワッペンに明けワッペンに暮れるばかり
のありさまです。この流行におくれをとってはならぬとばかりにりっ
ぱなおとなたちが叙勲を急ぐありさまは、童心に返ったほほえまし
い姿」石橋政嗣衆議院議員（社会党） 1964年 
 

「文化勲章と言うのは、家が貧しくて、研究費も足りない。にもか
かわらず、生涯を文化や科学技術発展のために尽くした。そうい
う者を表彰するのが本来のやり方とは違うのか？」昭和天皇 
1971年ごろ 
 

「世論の反対の前に民主的な栄典法をつくることができず、いま
なお明治八年の太政官布告に基づいて行われていることや、そ
の叙勲が、かつての天皇の臣下にたいするごとく、政治家や官吏
が高い階等を占め、黙々として働く一般の国民には低い回答しか
認めないことなどは、天皇の前にひな段の格差をつくることであて、
それはひいては復古的な天皇制の空気を生みだすことにつなが
りやすい」朝日新聞社説 1976年 



「それにしても勲章の如きものに人は何故かくも執着するのか。
真に世の為、人の為に陰ながら尽くした人々を顕彰するは結構
なることなれど、既に功成り、名遂げたる高位、高官の物欲しげ
なる態、誠に見苦しきものなり。これを見れば、大体その人の器
量は解るものなり。」 細川護煕 元首相 1993年 
 

「政治家や官僚に比べ歌手や俳優、落語家など芸術分野で活躍
した人に十分報いていない。美空ひばりや石原裕次郎が勲一等
にならないような制度はおかしい」亀井静香 自民党政調会長 
1999年 



リトル・ピープルの 

「もはやビッグ・ブラザーのもたらす縦の力、遥
か上方から降りてくる巨大な力ではなく、私た
ちの生活世界に遍在する横の力、内部に蠢く
無数のリトル・ピープルたちの集合が発揮する
不可視の力こそが、現代においてはときに
「悪」として作用する「壁」なのだ。大きなもの
から距離を取り、解体していくことではなく、遍
在する小さなものにどう対するか、接するか、
用いるか。無数に蠢くリトル。ピープルたちに
いかにコミットするか───そのモデルを提示す
ることこそが、現代における「正義/悪」を記述
する作業に他ならない。」 



「ビッグブラザーという近代を支えた疑似人格
回路は「政治の季節」の終わりとともに徐々に
壊死を始め、人々はこの回路がもたらす「大き
な物語」を虚構の中に求めるようになっていっ
た。しかし、グローバル/ネットワーク化の浸透

によってビッグブラザーが完全に死した現在
───国民国家よりも貨幣と情報のネットワーク

が上位の存在として君臨するようになった現
在、私たちが虚構に求める欲望もまた変化す
ることになる。貨幣と情報のネットワークが世
界をひとつにつなげた今、虚構は＜ここでは
ない、どこか＞───すなわち外部に越境するこ
とではなく、＜いま、ここ＞───この現実の生

活世界の内部を掘り下げて、そして多重化す
ることでその姿を現す。」 



あなたがメディア！ 
ソーシャル新時代の情報術 

『ブログ 世界を変える個人メディア』を書いた
著名ジャーナリストのダン・ギルモアの最新刊。
前著から6年、個人メディアが世界を変える動
きは着実に進んでいる。原題は"Mediactive"。
メディアとアクティブをつなげた"行動するメ
ディア"という意味の造語。賢いメディアの消費

者から、行動する利用者へ。メディア変革、次
のステップの指南書だ。 
 

メディアクティブ時代のリテラシーとしては、深
読み能力だけでは不足だ。地域やネットの会
話に加わって、知識を活かすことで、、自分が
属するコミュニティをもっと豊かにしていく能力
が求められている。 



「スローニュース」という緩やかなニュース文化というコンセプトも 

速報ニュースとツイッター、ブログの時代には、我先にと入手したばかり
の情報に、反射的に物を言うコメントダービーになりがちだ。しばしばデ
マや不正確な情報に基づいて情報を発信してしまう。Wikipediaの編集

のように、事実と推論をコミュニティの会話によって線引きして表示する
ような、ニュースの減速の方法論をダン・ギルモアは推奨している。 
 

・コミュニティーに根ざした信頼のネットワークをつくり、評判を最も重要
な要素として利用する 

・アグリゲーション（集約）やキュレーション（編集）を通じて情報を発見し、
文脈づくりをするためのツールを改善していく 
報道はテーマ主導型に。"記事"のスタイルは、新しい情報を入手しだい、
逐次取り込むというダイナミックなものにし、読者の理解を促進していく。 



利他学 

 

人はなぜ赤の他人を助けるのかの科学。 
 

自分が損をして相手を助ける。赤の他人では
なく血を分けた近親者を助ける利他行動は、
わかりやすい。自分が犠牲になっても、相手と
共有した遺伝子が次の世代へ残っていくから、
という理由で、説明がつく。それに同じ場所に
暮らすものどうしなら、今日は助けても、明日
は助けてもらうことになるかもしれない。お互
いさまの直接互恵性は利他行動の基本だ。 
 

しかし、人間は見返りを期待できない赤の他
人も助ける。電車では老人に席を譲るし、道で
困っている人を見捨てない。見返りが期待で
きない大きな集団の中で、間接互恵性を発揮
する大きな理由とは？ 
 
評判 
顔 
異性 



人口負荷社会 

 少子高齢化の何が問題なのか、“人口オーナス”を

キーワードに日本の未来に与える影響を明確にす
る。人口オーナス（負荷）とは人口の中で働く人の
割合が低下することが経済的にマイナスに作用す
ることを指す。プラスの作用を及ぼす人口ボーナス
の反対語である。 
 
2005年と2050年では、日本の人口には、 
人口総数の減少 1億2800万人 → 9500万人 
高齢化の進展  老年人口（65歳以上）の比率が
20.2％ → 39.6% 
少子化の進展  年少人口（０～14歳）の比率が
13.8% → 8.6% 
 

という大きな変化がほぼ確実視されている。これま
での人口増加時代に設計された日本の社会保障
制度は人口オーナス時代に問題を引き起こす。 
 
女性社会進出でGDP23+、シルバー民主主義 



メディアと日本人 変わりゆく日常 

テレビ、ラジオ、新聞、インターネット、書籍・雑
誌、携帯電話。日本人のメディアへの関わり
方がどう変化してきたか、ネット世代のメンタリ
ティ変容、メディアの未来はどうなるか。日米
のメディア研究の最新データを参照しながら、
俯瞰的重層的にメディアと情報行動の激変を
考察する。 
 
テレビの力を象徴する紅白歌合戦の視聴率 
 
1970年 77.0% 
1980年 71.1% 
1990年 51.5% 
2000年 48.4% 
2010年 41.7% 
 
みなくなったのか？ 



スピーチの天才100人 
達人に学ぶ人を動かす話し方 

 • ソクラテス、チャーチル、
リンカーン、マンデラ、孫
文、鄧小平、ワシントン、
フランクリン、ガリレオ、ガ
ンジー、ケネディ、ナポレ
オン、ジャック・ウェルチ、
ビル・ゲイツ、オバマ...。

社会に大きな影響を残し
た名演説家たちのスピー
チに学ぶ、聴衆に感動を
与える秘訣。 



"ナポレオン・ボナパルト（フランス皇帝） 

さらば、友たちよ。諸君の一人ひとりをこの胸
に抱き締められれば、どんなにいいだろう。 
─── 古参近衛兵たちへの惜別の言葉。1814
年4月20日、パリ郊外のフォンテンブロー宮殿
の中庭で“ 
 
 
"出発の時間になりました。これから私たちは

それぞれの道を行くことになります。私は死に、
みなさんは生き続けます。どちらがよい道なの
かは、神にしかわかりません ─── 「ソクラテ
スの弁明」紀元前399年、ギリシアのアテネで
（プラトン著「ソクラテスの弁明」より）" 



３の法則 

ウィンストン・チャーチル 

我々は、海岸で戦う。敵の上陸地点で戦う。野原や市街で戦う。丘陵で戦う。
我々は、断じて降伏しない。 ─── 下院演説「我々は、断じて降伏しない」1940
年6月4日、ロンドンで" 
"ヘンリー・ウォード・ビーチャー 
 

探しましょう、真の博愛を。探しましょう、信仰の真の果実を。探しましょう、いず
れかの宗派の集団の中ではなく、それぞれの宗派に集う一人ひとりの心の中
にある崇高で力強い愛の中に。探しましょう、書物の中だけではない場所に。 
─── 1869年11月18日、ニューヨークのプリマス境界で行った説教" 
 

キング牧師の「私には夢があります」のようにスピーチの中で同じフレーズの
繰り返しも、似たような効果をもたらす。前述のリンカーンは演説の切り出しで
87年前と言うところで「８０と７年前（Four score and seven years ago）、私たちの

父祖は、この大陸に新しい国家を築きました」と言ったそうだが、リズムを大切
にしていたということがよくわかる。 



最初の刑事 

 探偵ミステリが好きな人は絶対必読の傑作ノ
ンフィクション。 
 
1860年6月の朝、英国の田舎の村の屋敷ロー

ド・ヒル・ハウスで、その家の三歳の男の子が
無惨な姿で殺されているのが発見される。犯
行のあった夜に屋敷にいた家族と使用人たち
全員が容疑者となる。 
 

屋敷の主人、後妻の妻、前妻の子供たち、後
妻の子供たち、子供の面倒を見ていた子守り
の女性たち。子守りの女性が最初の容疑者と
して疑われたが、自白はとれない。科学捜査
が未発達の時代の事件であり、密室で行われ
た犯行の捜査は暗礁に乗り上げてしまう。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/09/post-1518.html


ウェブ×ソーシャル×アメリカ 
＜全球時代＞の構想力 

 ウェブとはなにか。果てしない議論になりそう
な大きなテーマを「ソーシャル」と「アメリカ」を
軸に整理していく。完成度が高すぎるウェブ論。
あまりに見事な総括に、逆に粗を探したくなっ
て読み返してみるが、やっぱりよく書けている
なあ、腑に落ちるなあと感心してしまう。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/10/post-1534.html


コンニャク屋漂流記 

 

「これはコンニャク屋と呼ばれた漁師一族の漂
流記である」 
 
2001年『転がる香港に苔は生えない』で第32

回大宅壮一ノンフィクション賞受賞した女性作
家が先祖たちの軌跡をたどる。一族の古い墓
に刻まれた見知らぬ名前を発見して、正体を
調べていくうちに、五反田（東京）、御宿・岩和
田（千葉）、加田（和歌山）を結ぶ４００年のザ・
ルーツの壮大な物語が浮かび上がってくる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/11/post-1548.html


パブリック 
開かれたネットの価値を最大化せよ 

 FacebookにTwitterにFoursquare。ネットのサー

ビスは、〇〇さんが、△△さんと、どこどこで、
××していました、なんてことが表示される
サービスが大人気で"情報大公開時代"を迎え
ている。Facebook以外にも"パブリックであるこ
とが価値を生みだす"多くのサービスが紹介さ
れている。 
 

本書にはパブリックの時代の法則がいくつも
整理されている。 
 

・タトゥーの法則 ネットに出した情報は刺青
のように消えずに残る 

・一面の法則 新聞の一面にでて困ることは
言うべきではない、一面に載せられることをい
うべきだ 

・社会的破算の法則 多くの人とつながれば
多くの人に煩わされる 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/12/post-1555.html


創られた「日本の心」神話 
「演歌」をめぐる戦後大衆音楽史 

「日本の心」としての演歌は６０年代にはじまり
７０年代に完成した比較的新しい文化 
 

明るく豊かになった人々が、近代化や経済成
長から取り残され疎外されたアウトロー的人
物像に対して、ある種のやましさと憧憬を持ち
ながら称揚したのが「日本の心」としての演歌
であると結論している。 
 

「「演歌」ないし「艶歌」が「日本的」なものとし
て真正性を付与されるにあたっては、股旅やく
ざと遊女、その現代版としてのチンピラとホス
テス、そうした人々の空間である「盛り場」と
いった、「健全なお茶の間」の公序良俗の空間
から危険視されるアウトローと悪所にこそ「真
の」民衆性が存するのだという発想があった、
ということです。」 



一万年の進化爆発 
文明が進化を加速した 

ヒトの生物的進化は緩慢になったのではなく、
むしろ加速している？。 
今日のヒトという種は、誕生以後600万年間の
平均の100倍のスピードで進化しているという

仮説。数万年から数十万年の長さが必要だと
考えられてきた、ヒトの大きな進化も、数千年
あるいはもっと短い時間で実現されていると
著者はいう。進化の加速の前提はヒトが増え
て混ざったことだ。 

「そのような大きな集団で望ましい変異が広が
るには、旧石器時代のような小さな集団で広
まるよりもずっと長い時間がかかると思うかも
しれない。しかし、有利な対立遺伝子の頻度
は、よく混ざり合った集団ではインフルエンザ
のように時間とともに指数関数的に増大する
ので、1億人の集団に広まるのには、1万人の
集団に広まる時間の2倍しかかからない。」 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/07/post-1472.html


チェルノブイリの森―事故後20年の自
然誌 

 
ウクライナ系アメリカ人ジャーナリストによる長
年のチェルノブイリ訪問取材をまとめた渾身
のルポタージュ。ロシア、ウクライナ、ベラルー
シにまたがる原発事故の地の意外な真の姿
がわかる。 
 

視覚的にはチェルノブイリは死の街などでは
ない。かつての原発周辺の地域には、ジブリ・
アニメのナウシカの世界のような「不自然な自
然」「意図せぬ自然公園」が広がっている。も
ともと森だった土地だけでなく、放棄された耕
作地も、現在は森になっているのだ。車も少な
いので空気も新鮮で、放射能汚染地帯と言う
事実を知らなければ、素晴らしい自然環境に
みえる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/05/20-6.html


創造的福祉社会: 
「成長」後の社会構想と人間・地域・価値 

 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/09/post-1519.html


コクヨの1分間プレゼンテーション 

 プレゼンで大事なのはだらだら話さないこと。情報
を圧縮すること。取捨選択能力、文章構成力、
キーワード力をフル活用して、長い話も１分にまと
める。具体的な時間配分も推奨されている。 
 

疑問を投げる （１５秒） 興味 何だろう？ 
結論を述べる （１０秒） 驚き へぇ～ 
理由を説明する（３５秒） 納得 なるほど！ 
 

これがコクヨの１分間プレゼンテーションだ。１分間
で話せるのはおよそ原稿用紙一枚分の４００字。１
つの文章が３０～５０字だとすると５秒の文章が１２
個言える。だから１２の文章を考えればいい。わか
りやすいノウハウだ。 

「困難・キッカケ・劣等感」で共感を呼ぶ」「ゆっくり
話すのではなく、間を入れて話す」「１センテンス１
人を見て話す」「お得意のジェスチャーを決めてお
く」 



災害ユートピア―なぜそのとき特別な
共同体が立ち上るのか 

 大爆発、大震災、大洪水、テロ。大災害が発
生した直後には、必ず人々の助け合いのコ
ミュニティが出現する。無償の愛で困っている
人を助け、絶望している人を励ます。普段は
眠っていた人々の創造性が発揮される。その
特別なコミュニティのことを著者は災害ユート
ピアと呼ぶ。 
 

現実の大きな災害直後の市民の特徴は冷静
沈着だ。パニックになる確率はゼロに近い。
人々は混乱のさなかにも、冷静に救助活動を
開始し、生存確率を高めるために柔軟に行動
していた。略奪やレイプは起きない。 
 

人間は危機に際して、本質的に利他的であり、
冷静に行動できるのに、エリートのパニックと、
メディアの思い込み報道が、災害ユートピアの
可能性を妨害していると著者は指摘している。 
 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/03/post-1401.html


ヤノマミ 

 アマゾン奥地で暮らすヤノマミ族と150日間に

およぶ同居生活をしたジャーナリストの体験
ルポ。 
 
ヤノマミとは人間という意味。彼らは1万年間

独自の文化と風習を守って生きてきた。現代
人から鉄器を入手したのは最近のことだから、
ずっと石器時代に近い狩猟採集中心の暮らし
を続けてきた。現在彼らの森は先住民保護区
に指定されており、文明との接触が稀になっ
ている。ほとんど世界最後の「未開」の部族だ。 
 
 

第42回大宅賞、第10回早稲田大学ジャーナリズム大賞受賞。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/07/post-1477.html


真贋 

 

吉本隆明の論考集。文学、批評、戦争、生き
方、才能、日本。わかりやすく、話し言葉風に
語っているので、読みやすいのだが、10ペー

ジおきくらいに、さらっと深いことが書いてあっ
て気が抜けない本である。この思想家は老い
てからのほうが、一般読者にとって魅力を増し
ていると思う。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/08/post-1496.html


切りとれ、あの祈る手を 
〈本〉と〈革命〉をめぐる五つの夜話 

 「本を読むということは、下手をすると気が狂う
くらいのことだ、と。何故人は本をまともに受け
取らないのか。本に書いてあることをそのまま
受け取らないのか。読んで正しいと思ったの
に、そのままに受けとらず、「情報」というフィ
ルターにかけて無害化してしまうのか。おわか
りですね。狂ってしまうからです。」 
 

ニーチェやカフカが本当の意味で読めてし
まったら気が狂う。他人の夢をそのまま見ると
いうことは、正気を失うということだ。テクストを、
本を、読み、読み変え、書き、書き変えること、
すなわち文学（リテラシー）こそ革命の根源に
あるというのがこの本の主な主張だ。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/03/post-1398.html


即興の解体／懐胎 
演奏と演劇のアポリア 

 優れた即興演奏は聴く者の期待を裏切ると同
時に満足させる。音楽の約束事やありがちな
パターンから自由でありつつも、音楽であるこ
とを止めてはいけない。演奏者と演奏者、そし
て演奏者と聴取者の想像力のせめぎあいの
中から、即興は生まれてくる。それは「支離滅
裂」や「破綻」や「台無し」とは違う定型なき形
成だ。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/08/post-1494.html


ゲームストーミング  

会議、チーム、プロジェクトを成功へと
導く87のゲーム 

 

「ゲームストーミングはゲームのアルゴリズム
と視覚的効果および効用を利用してグループ
ワークを促進させる手法・技術・行為の総称で
す。ブレインストーミング、ファシリテーション手
法、アイスブレイキングといったテクニックと同
様、ゲームストーミングも会議、セミナー、ワー
クショップなど協働において優れた効果を発
揮します。」 



フィクション ベスト10 

  



ツリーハウス 

 
舞台は新宿にある大衆中華食堂 翡翠飯店。
昭和、平成三代に渡る家族の歴史がミステリ
風に語られる。 

第二次世界大戦、満州引き揚げ、学生運動、
浅間山荘、オウム真理教事件と、激動の昭和
平成を生きる家族の姿。戦争に翻弄されて必
死に生きた祖父母、戦後の高度成長に弱いも
のどうしが助け合いながら生きた父母、迷い
ながらいきる子供の世代。祖母からはじめて
語られるルーツ。死にそうになったら逃げろ、
逃げて生きていいんだという一族の人生の指
針の本当の意味を知る。 
"根なし草"の人生なんてない、必死に生きる

人はみんな主人公だという力強いメッセージ
が、根を張りにくい現代都市生活者にはすごく
響く。各世代のキャラクターの描き方が秀逸で、
ミステリーとしてもひきこまれる。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/08/post-1498.html


ユリゴコロ 

余命幾ばくもない父だけが残った実家で、息
子の亮介は誰が書いたのかわからない古い
ノートをみつける。「ユリゴコロ」と名づけられ
たノートには、一人称で猟奇殺人の記録が
びっしりと綴られていた。なぜ父はこんなノート
を隠し持っているのか。これは誰が書いたも
のなのか。ここに書かれているのは事実なの
か。亮介は4冊にわたる内容を読み進めるうち
に、忌まわしい家族の秘密を知ってしまう。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/12/post-1556.html


望みは何と訊かれたら 

 • タイトル『望みは何と訊かれ
たら』は、ナチスの暴力に
飼いならされた女の愛を描
いた映画『愛の嵐』（１９７３
年 イタリア）でマレーネ・
ディートリッヒが歌う主題歌
に由来する。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/01/post-1372.html
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://blog-imgs-27.fc2.com/h/i/d/hideyosi719/6a00d10a7835888bfa00f48cebb9550003-500pi.jpg&imgrefurl=http://hideyosi719.blog84.fc2.com/blog-entry-4.html&usg=__ej2nefsRnwXl4Dq8LCE4MBy9Rsg=&h=500&w=354&sz=48&hl=ja&start=1&sig2=wrGglAfAzXfNFLFt1jEgFw&zoom=1&um=1&itbs=1&tbnid=NYOml5269ov5JM:&tbnh=130&tbnw=92&prev=/images?q=%E6%84%9B%E3%81%AE%E5%B5%90&um=1&hl=ja&sa=N&rlz=1I7ADBF_ja&tbs=isch:1&ei=Thk9TaiuOIHWvQOI972vCg


紗綾―SAYA 

 
生粋のフランス人であるシャネル社長が、な
んと自ら日本語で書いた小説である。本人を
モデルにしたような経営者も物語に重要な人
物として登場する。 

主人公は日本の老舗デパートのベテラン社員。
仕事もできてほどほどに遊びも知る。ファッ
ションブランドを扱うためにフランスに転勤して
いた時期があり、フランス語に堪能でクラシッ
ク音楽など教養も豊かな中年男性が主人公。
鎌倉の一軒家に住んでいて、ちゃんと妻子も
いる。 

そんな主人公が青天の霹靂であるリストラに
あい、絶望しているときに、紗綾というミステリ
アスな長身黒髪の女子高生と恋に落ちる。
ちょっとありないことに紗綾もフランス語が話
せて、クラシック音楽を愛好していた。高尚な
話を楽しみながら、女は別れ際に脱いだ下着
を渡す。二人の関係は明らかに不倫で援助交
際だが、当人同士では一途な純愛でもある。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/10/saya.html


WORLD WAR Z 

 

死者がゾンビになって人間を襲う謎の疫病が、
中国奥地で発生して世界中へ感染を広げた。
ゾンビに襲われた人間もまたゾンビになってい
く無限増殖に、人類はほとんど滅亡直前まで
追い込まれた。しかし、残された人類は不屈
の精神と決死の作戦の展開により形成は逆
転する。長い戦いの末にゾンビとの戦いに遂
に勝利して、再び文明社会を構築し始めた。
人々はその戦いをWorld War Zと呼んだ。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/05/world-war-z.html


オリクスとクレイク 

 

バイオテクノロジーが暴走して、人類は絶滅し、
最後の一人になってしまった主人公が、そこ
に至るまでの科学の破滅の道のりを回顧する。 



ヴァレンタインズ 

 
短編作品が「一月」から「十二月」まで１２編収
録されている。夫婦や恋人たちに破滅が訪れ
るような瞬間という切り口で、少し意地悪に人
生の機微をとらえる。どんなものか、たとえて
いうなら、恋人とのベッドの中で違う異性の名
前を呼んでしまった気まずい瞬間みたいなも
のが、１２個並んでいると思ってもらえればい
い。 

人の不幸は蜜の味というけれども、１２種類も
の不都合な人間関係がカタログ商品みたいに
次々に出されると、なんだか可笑しくなってし
まう。ヤバイのは少なくとも読者の私じゃない
のだからね。人生の闇がテーマでありながら、
ほほえましい感じがする、絶妙な仕上がり。 

http://www.ringolab.com/note/daiya/2011/07/post-1484.html


苦役列車 

 
第144回芥川賞受賞作品。 
 

中卒フリーターが港湾労働者として日雇い仕
事に従事する鬱々とした日々を淡々と描いた。
金も女も友もなく日給5500円稼いでは怠惰に

暮らす主人公は、かなりの部分が著者の分身
らしい。しかし蟹工船、女工哀史的なプロレタ
リアート文学とは趣が違う。この人は格差社会
の犠牲者というよりは向上心に欠ける典型的
なダメ人間である。そのダメ人間の、時代錯誤
文体による自虐コメディというのが、この作品
の本質だろうか。 
 

劣等感から生まれる創造性であり、負け犬根
性から生まれる諧謔精神の傑作 



自由の牢獄 

 若者は悪魔によって神の意思が届かない巨
大な円蓋の部屋に閉じ込められる。 

そこには１１１の扉がある。それは地獄に続く
扉かもしれないし、神の世界に戻る扉かもし
れない。「ひとつの扉を開けば、その刹那に他
の扉はすべて永遠に閉じ込められるのだ。や
り直しはないぞ。よく選ぶがよい！」と悪魔の
声はいう。 

部屋は快適でいつの間にか食事や飲み物が
現れる。若者は完全な選択の自由を与えられ
ながら、無数の選択肢の中の一つを自分の運
命として選びとることができない。やがて若者
は、眠って起きるたびに、目の前の扉の数が
減っていくことに気がついた。 

自由意思とは何か、神の全能性とは何かを象
徴的に描写した印象深い作品。 



講演内容について 
ご感想、ご意見は 

この資料を差し上げます 

一言感想をメールしてください 

daiya@datasection.co.jp 

 

ありがとうございました 
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